
 概 要  

「国際海上コンテナの陸上における安全輸送ガイドラインの取組状況等 

に関する実態調査」の概要

 

１.ガイドラインの認知状況 

ガイドラインの認知度は、７５％から１００％であり、関係事業者における認知度は高い。 
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２.トラック事業者が輸送時に経験した安全上の問題 

 トラック事業者がコンテナ輸送時に経験した安全上の問題は、平成１６年度当時と比較すると、

減少している。 
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３.書面によるコンテナ情報の伝達状況 

書面によるコンテナ情報の伝達に関して、受荷主、海貨事業者等、トラック事業者、運転者の各

者間での実施率が７５％を上回るなど、高い情報伝達実施率がみられた。 
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